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２
０
１
２
年
Ｈ
月
３
日
か
三
医
師
と
大
阪
大
学
大
学
院

ら
２
日
間
。
第
2
7
回
目
本
国
人
間
科
学
研
究
科
の
中
村
安

際
保
健
医
療
学
会
学
術
大
会

が
岡
山
大
学
5
0
周
年
記
念
会

館
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
催
さ

れ
た
。
「
国
内
大
災
害
時
に

一
海
外
か
ら
の
医
療
チ
ー
ム
受

Ｚ
」
＿
　
ｊ
＿
_
１
１
Ｊ
¥
Ａ
ｊ
６
&
ｉ
Ｊ
Ｉ
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Ｉ
Ｉ
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け
入
れ
体
制
の
構
築
」
を
テ

ー
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
お

こ
な
っ
た
。
私
が
司
会
を
担

当
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
は
７
名
。

イ
ン
ド
医
師
会
事
務
局
長
ラ

イ
医
師
、
韓
国
医
師
会
渉
外

担
当
理
事
チ
ョ
ウ
医
師
、
台

湾
の
台
北
医
科
大
学
附
属
病

院
産
業
医
学
教
授
の
チ
ャ
ン

医
師
、
タ
イ
・
ラ
チ
ャ
ウ
ィ

テ
ィ
病
院
救
急
医
療
担
当
パ

イ
ロ
医
師
、
ト
ル
コ
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
キ
ョ
セ
ク
ム
副
代
表
ユ
ス

フ
氏
に
加
え
て
日
本
医
師
会
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一
常
任
理
事
災
害
担
当
石
井
正

秀
教
授
た
っ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
終
わ
り

に
、
海
外
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

か
ら
石
井
常
任
理
事
に
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
。
東
日
本
被

災
地
に
日
本
医
師
会
チ
ー
ム

と
し
て
延
べ
５
０
０
０
人
以

上
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣

し
た
統
括
責
任
者
だ
っ
た
こ

と
を
慰
労
し
て
。
海
外
の
５

名
の
ア
ピ
ー
ル
は
「
ア
ジ
ア

全
体
を
網
羅
す
る
災
害
時
の

緊
急
医
療
体
制
の
確
立
」
た

っ
た
。
石
井
常
任
理
事
か
ら

は
日
本
医
師
会
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で

あ
る
と
の
感
動
的
な
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た
。

　
　
「
ア
ジ
ア
相
互
扶
助
緊
急

救
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
想

が
私
の
答
え
で
あ
る
。
中
核

｢アジア相互扶助緊急救援ネットワーク｣構想

は
日
本
・
台
湾
・
韓
国

で
あ
る
。
陰
陽
思
想
を

共
に
で
き
る
国
で
あ

る
。
地
域
ご
と
の
代
表

を
述
べ
た
い
。
東
ア
ジ

ア
は
モ
ン
ゴ
ル
。
東
南

ア
ジ
ア
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
。
南
西
ア
ジ
ア
は
イ

ン
ド
と
ネ
パ
ー
ル
。
西

ア
ジ
ア
は
ト
ル
コ
。
中

央
ア
ジ
ア
は
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
。
そ
れ
ぞ
れ
に
近

隣
諸
国
が
協
力
す
る
。

1
3
年
４
月
に
「
ア
ジ
ア

Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
１

Ｎ
Ｇ
Ｏ

会
議
」
を
開
催
予
定
で

あ
る
。
ト
ヨ
タ
財
団
と

国
際
保
健
医
療
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
記
念
品
を

贈
ら
れ
る
日
本
医
師
会
の
石
井
常
任
理
事
（
中

央
）
。
左
端
が
筆
者
。

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
国
際
財
団
が
ス
安
定
な
地
域
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
。
　
　
　
　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
部
派
遣

　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
１
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
医
療
矛
Ｉ
ム
を
、
下
流
で
は

は
、
国
内
全
体
に
影
響
力
を
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
派
遣
医
療
チ

も
っ
て
活
動
し
て
い
る
団
体
Ｉ
ム
を
受
け
入
れ
て
く
れ

で
あ
る
。
例
え
ば
、
パ
キ
ス
タ
だ
。
同
様
に
ス
リ
ラ
ン
カ
で

ン
９

Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ＩＮ
Ｇ
Ｏ
　
は
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
で
あ
る
。
Ａ

は
Ｎ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
で
あ
る
。
1
0
年
　
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ー
ナ
シ
ョ
ナ

に
発
生
し
た
イ
ン
ダ
ス
河
大
ル
、
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
医
師

洪
水
で
は
上
流
の
治
安
の
不
会
、
各
国
の
Ｚ
ぼ
｝
ｏ
口
巴

ツ
「
○
○
が
相
互
扶
助

に
も
と
づ
い
て
災
害

医
療
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
が
「
ア
ジ
ア

相
互
扶
助
緊
急
救
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構

想
の
神
髄
で
あ
る
。

　
1
2
年
1
2
月
４
日
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン

ダ
ナ
オ
島
で
死
者
が

７
４
０
名
を
超
え
、

被
災
者
5
0
万
人
に
の

ぼ
る
台
風
被
害
が
発

生
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部

は
沖
縄
支
部
と
共

に
、
第
一
陣
と
し
て

２
名
の
看
護
師
と
Ｉ

名
の
調
整
員
を
派
遣
中
。
被

災
地
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍

と
合
流
し
て
救
援
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

軍
が
安
全
確
保
を
担
当
。
軍

と
の
救
援
活
動
協
力
は
0
6
年

の
ア
ル
バ
イ
州
の
台
風
被
災

者
支
援
に
始
ま
り
、
0
9
年
マ

ニ
ラ
洪
水
被
災
者
支
援
、
昨

年
の
台
風
1
7
号
・
1
9
号
水

害
、
同
年
1
2
月
セ
イ
ド
ン
台

風
被
災
者
救
援
活
動
を
実
施

し
て
き
た
。
そ
の
間
、
1
0
年

に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
空
軍
部
隊

と
災
害
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。
ア
ジ
ア
相
互
扶
助
緊
急

救
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
被
災

国
の
軍
が
関
与
し
て
く
れ
る

こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
今
後

も
継
続
的
に
軍
と
の
連
携
を

推
進
し
た
い
。

　
1
3
年
か
ら
世
界
は
本
格
的

な
金
融
大
恐
慌
に
突
入
す

る
。
経
済
か
ら
政
治
の
時
代

に
代
わ
る
。
国
境
に
関
連
し

た
紛
争
が
先
鋭
化
す
る
危
険

性
が
高
い
。
緊
急
人
道
支
援

活
動
に
は
普
遍
性
が
あ
る
。

反
対
す
る
入
、
団
体
そ
し
て

国
は
な
い
。
「
ア
ジ
ア
相
互

扶
助
緊
急
救
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
構
想
が
「
信
頼
の
人
間
関

係
」
に
少
し
で
も
貢
献
し
、
世

界
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
続
け
呑
こ
と
が
で
き
Ｉ

れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
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